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2Sp －4 過疎山村高齢者の住環境と住生活文化に関する事例研究

宮崎大　米村敦子

目的：高齢者が住み慣れた環境の中で、無理なく自立して、地域の風土や文化に根ざして

生活していくための条件整備として、地域福祉施設やサービスと連携した生活保障として
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の 住 環 境 整 備 と 、 高 齢 者 か 造 り あ げ て き た 住 生 活 文 化 と の 調 和 と い う 課 題 が 考 え ら れ る
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本 研 究 は 、 こ の よ う な 視 点 か ら 、 高 齢 化 に 対 応 し た 住 環 境 整 備 と 伝 統 的 な 住 生 活 文 化 の 保

全 問 題 に つ い て 、 急 速 な 過 疎 化 と 高 齢 化 か 進 む 宮 崎 県 下 の 過 疎 山 村 を 対 象 に 、 ア ン ケ ー ト
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調査・住まい方調査・住宅実測調査の三手法 の調査を実施して検討した事例研究である，　 －　　　 ←w
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方 法 ： 調 査 対 象 地 を 、 県 下 で 最 も 過 疎 化 と 高 齢 化 が 進 む 過 疎 山 村

、
児 湯 郡 西 米 良 村 （ 人 口

1,543 人 、 高 齢 化 率31.9 ％ ） と 、 西 諸 県 郡 須 木 村 （ 人 口2,786 人
、
高 齢 化 率24.6 ％ ） （1995
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年 国 勢 調 査 ） に 選 定 し て 、65 歳 以 上 の 高 齢 者 と20 歳 以 上 の 成 人 層 を 対 象 に

住環境と住生‥ －
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活 文 化 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し （1996 年 、2 ～3 月 ） 、 そ の 結 果 を 基 に 抽 出 し た 住

戸 を 対 象 に 、 住 ま い 方 調 査 お よ び 住 宅 実 測 調 査 を 実 施 し た （1996 年11 月 ～1997 年2 月 ）
。

結 果 ： 両 村 と も 地 域 へ の 愛 着 が 強 い 中 で 、 住 環 境 整 備 の 課 題 と し て は 、 交 通 ・ 道 路 や 医 療

施 設 等 の 地 域 環 境 問 題 や 、 建 物 の 老 朽 化 や 収 納 や 水 ま わ り 設 備 等 の 住 宅 問 題 が 明 ら か と な
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村 各 々 に 特 徴 的 な 民 家( 西 米 良 村 の 米 良 型 民 家 一 主 に 県 北 西 山 間 部 に 分 布 す る 併 列 型 民 家

の 系 列 － と 、 須 木 村 の 分 棟 型 民 家 一 主 に 県 南 西 部 の 旧 薩 摩 藩 領 に 分 布 す る ー) が 点 在 し
、

ま た 、 豊 か な 住 生 活 の 知 識 や 技 術 を 有 し な が ら
、 そ の 価 値 認 識 が 薄 く 、 貴 重 な 伝 統 民 家 も

住 生 活 の 文 化 も 、 過 疎 化 と 高 齢 化 の 中 で 、 年 々 衰 退 と 変 容 の 現 状 に あ る 実 態 が 認 め ら れ た
．

2SP －5
新潟県長岡市における高齢者世帯の居住実態

○五十嵐由利子　（新潟大）

目的　 長岡市は積m 地域の地方都市として発展してきており、これまで､無雪都市宣言や
克雪住宅の普及など雪対策に力 を注いできた。しかし、全国的な傾向と同様､高齢者人口

の比率が上昇し続けていることから､単なる高齢化対応だけでなく､積雪地域とい う地域
特性との関連で高齢者の住環境を捉えることが課題であると考える本研究はそのための

基礎的な資料を得るための調査結果の報告である。

方法　長岡市内全域から高齢者のみの世帯を無作為に抽出し郵送によるアンケート調査
を 行 っ た ． 調 査 は1995 年11 月 に 実 施 し 、515 世 帯 か ら 回 答 が 得 ら れ た （ 回 収 率60 ％ ）
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結 果　1 ） 単 身 世 帯 が176 世 帯 （34.2% ） 、 夫 婦 世 帯 が249 世 帯(48.4%) で

、
単 身 世

帯 の ７ 割 が 女 性 で あ っ た 。 ま た 、 世 帯 主 の 平 均 年 齢 は73.2 歳 で
、
後 期 高 齢 者 の 占 め る

割 合 は ４ 割 で あ っ た 。2 ）健 康 状 態 が 良 好 な の は 世 帯 主
、
同 居 高 齢 者 を 含 め た 場 合 と も2
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持 ち 家 の 平 均 畳 数 は39.3 畳 、 居 住 室 数 は ６ 室 以 上 が ６ 割 で

、 か な り 広 い 住 宅 に 居 住 し

て い た 。 ４ ） 住 宅 で 困 っ て い る 点 と し て 「 広 す ぎ る 」 がl 割 あ っ た が
、 ７ 割 で 「 屋 根 の 雪

下 ろ し や 除 雪 が 困 難 」 を あ げ る な ど
、
雪 対 策 に 関 す る 項 目 が 多 か

っ た 。「 住 宅 が 古 く て 修

繕 が 大 変 」 と 「 暖 房 費 が か か り す ぎ る 」 が ２ 割 前 後 あ っ た
。 ５ ） 家 族 の 健 康 状 態 と 住 宅 改

善 の 有 無 と の 関 係 に 有 意 な 差 が み ら れ た （p く0.05)
。
改 善 し た 場 所 で は ト イ レ が ６ 割 近
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く あ り 、 次 い で 階 段､ 風 呂 場 、 ト イ レ に 手 す り を 設 置 し た 世 帯 が 多 く 、こ の 手 す り の 設 置

は 健 康 状 態 に 問 題 が あ る 世 帯 で 多 か っ た 。

254


